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新穂地域づくり協議会 



平成31年度 事業計画概要(案) 

Ⅰ 役員会・事務局 

 １ 集落の活動支援事業 
（１）集落活動支援事業 ～集落コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：新穂地域づくり計画の理念・将来像を実現するための集落の取組を支援する。 

事業方策 事 業 内 容  

１．自治会活動 

保険 
地域住民が安心して集落活動に参加し、集落から地域づくり活動に参加の輪が広がるよ

う、集落活動及び協議会活動の補償制度を引き続き設ける。 

○集落活動支援事業（自治会活動保険） 

①行事活動中の第三者の身体の障害・財物の損壊による賠償事故 

②行事活動中の住民の傷害事故（死亡、後遺障害、入院、通院） 

③住民以外の方への傷害見舞費用 

④行事の中止等による費用損害 

【補償例】 

総会、役員会等の会議や研修会、レクリエーション行事、清掃活動、広報誌・回覧板の

配布、火事場の後片付けなど。 

２．集落活動 

助成 

「新穂地域づくり計画」で定めた地域づくりの理念及び将来像の実現のために、新穂地域

の集落が行う「集落活動支援事業」に要する経費の全部または一部を助成する。 

対象事業 事業内容 
助 成 金 の 
限 度 額 

①集落間連携 
支援事業 

○ 複数集落が実施する交流事業 
 例：集落活動等の相互参加、連合組織設置の協議等（既
存事業を除く） 

 
 
１集落/年 
３万５千円 
（千円未満
切り捨て） ②イベント 

支援事業 

○ 集落が実施するイベントの開催 
 例：集落内外から参加者を受け入れるイベント等（集
落内住民を対象とした既存事業を除く） 

③環境美化 
支援事業 

○ 集落が行う環境美化活動 
 例：花ロードの整備、空地などの草刈り等 
（空き缶等のゴミ拾い、側溝掃除を除く） 

④大学生等の 
受入支援事業 

○ 大学生等が行う調査研究活動等の受入 
 例：大学生等の活動支援、集落活性化策の検討、宿泊(民
泊)場所の提供等 

⑤子育て支援 
事業 

○ 集落が行う子どもの居場所づくり事業 
 例：高齢者等との交流会、おもちゃ・絵本等の整備等 

⑥空き家対策 
支援事業 

○ 集落が行う空き家対策 
 例：空き家の現状把握、所有者との連絡調整、佐渡市
空き家情報システムへの登録、移住希望者の受入等 

⑦防災資機材・
備蓄物資等 
整備事業 

○ 集落が行う防災資機材及び備蓄物資等の整備事業 
例:ヘルメットやハンドマイク、ポリタンク、備蓄用非
常食、簡易トイレ、給水タンク及び給水袋等の整備等 

集落活動に必要な物品の整備及び貸出について役員会等で検討する。 

（例）イベント用品、防災活動に必要な物品 

 



２ 地域全体の活性化事業 

（１）合意形成システム形成事業 ～地域コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：地域アイデンティティを育む「住民参加の場」を確保する。 

事業方策 事業内容 

１．代議員（集落長） 

会議の開催 

地域の課題や取組を集落と共有し、集落と連携して地域づくりに取り組む。 

○代議員（集落長）会議の開催（年２回） 

２．地域住民ワーク 

ショップの開催 

地域の様々な意見や課題を「話し合う」ことや「考える」ことを通して集約し、住民

同士の連帯意識を創出する。 

○地域住民ワークショップの開催 

３．講演会等の開催 地域の防災力を高めるため、「新穂地区防災ガイド」を普及啓発する。 

○新穂地区防災ガイド(地区防災計画)集落等説明会の開催 

４．地域と行政が「直

接的・横断的」に「分

野別」で協議を行う

円卓会議の開催 

行政と連携、協力した地域づくりを推進する。 

○「新穂ダムの桜整備」や「コミュニティ・スクール」など行政との協議が必要な事業

について円卓会議を開催 

 

（２）情報発信事業 ～地域の魅力の創成～ 

○事業方針：積極的に地域を発信することにより、地域社会の意欲向上につなげる。 

事業方策 事業内容 

１．新穂地区単独ＨＰ

開設など、インター

ネットを活用した

情報発信 

○新穂地域づくり協議会ＨＰの運営 

２．地域情報紙の発行 
○新穂地域づくり通信の発行（随時） 

 

  



Ⅱ 環境整備部会 

■ 地域全体の活性化事業 

（１）合意形成システム形成事業 ～地域コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：地域アイデンティティを育む「住民参加の場」を確保する。 

事業方策 事業内容 

１．地域住民ワーク 

ショップの開催 

○環境保全団体等との連携に関する協議 

２．講演会等の開催 

３．地域と行政が「直

接的・横断的」に「分

野別」で協議を行う

円卓会議の開催  

 

（２）暮らしを支える事業⑴ ～地域の誇り・絆の創成～ 

○事業方針：新穂の豊かな自然と農山村ならではの風景・景観をみんなで守る。 

事業方策 事業内容 

１．環境美化運動 

〇新穂ダムの桜を楽しみましょう –旧新穂ふるさと広場開放- 協力 

○Save Our Sakura!新穂ダムの桜を救おう! -桜の名所復活を目指して-(春・秋) 

（新穂ダム周辺への桜苗木の植栽） 

〇外来動植物注意喚起パンフレットの作成と配布 

〇新穂地区探訪コースの設定検討（伝統文化部会・地域活性化部会連携） 

２．トキやホタルなど

の生息環境整備 

３．自然・景観などの

現状を把握する機

会づくり 

 

  



Ⅲ 伝統文化部会 

■ 地域全体の活性化事業 

（１）合意形成システム形成事業 ～地域コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：地域アイデンティティを育む「住民参加の場」を確保する。 

事業方策 事業内容 

１．地域住民ワーク 

ショップの開催 

○小中学校による新穂歴史民俗資料館を活用した郷土の歴史・文化の学習など、地域と

小中学校との連携に関する協議 

２．講演会等の開催 

３．地域と行政が「直

接的・横断的」に「分

野別」で協議を行う

円卓会議の開催  

 

（２）暮らしを支える事業⑵ ～地域の誇り・絆の創成～ 

○事業方針： 新穂の伝統文化をみんなで守り継承する。 

事業方策 事業内容 

１．伝統芸能・行事の

後継者育成・継承と

発表の場づくり 
〇立志元服式支援(３年生に紅白饅頭を提供) 

○春駒＆のろま人形上演会の開催 

  日時：７月27日～８月11日までの土・日 ６回（13時15分） 

○新穂ふるさと夏まつりでの春駒とのろま人形の上演 

○公民館主催「のろま人形講座」協力 

〇新穂地区探訪コースの設定に向けた探訪会の開催 

（環境整備部会・地域活性化部会との連携） 

２．地域の歴史的文化

的資源を把握する

機会づくり 

３．能舞台等の歴史的

建造物などの保

存・活用 

 

  



Ⅳ 生活安心部会 

■ 地域全体の活性化事業 

（１）合意形成システム形成事業 ～地域コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：地域アイデンティティを育む「住民参加の場」を確保する。 

事業方策 事業内容 

１．地域住民ワーク 

ショップの開催 

○新穂地区合同防災訓練関係会議 

〇新穂地区合同防災訓練反省会 

○小中学校と地域住民との交流活動の実施に関する協議 

２．講演会等の開催 

３．地域と行政が「直

接的・横断的」に「分

野別」で協議を行う

円卓会議の開催  

 

（２）暮らしを支える事業⑶ ～地域の誇り・絆の創成～ 

○事業方針：安心安全で温かい新穂をみんなでつくる。 

事業方策 事業内容 

１．地域で相互に支え

合う生活困窮者支援 

〇新穂地区合同防災訓練の実施  

〇災害時協力井戸の募集・登録 

〇災害時協力井戸ポンプ修繕費等補助 

〇子どもの居場所づくり支援 

 ・空き家等を活用して、子どもの居場所づくりを行う取組への支援 

○学校のコミュニティ・スクールに参画し、「あいさつ運動」の支援など連携した活

動を行う。 

２．交通安全・防犯・ 

防災対策 

３．地域全体での 

挨拶・声掛け運動 

４．独身男女の出会い

の場づくり 

５．学校等と地域住民

の交流活動 

６．子どもたちの遊び

場・居場所づくり 

７．三世代交流イベ 

ント 

８．介護予防施設の 

誘致 

  



Ⅴ 地域活性化部会 

■ 地域全体の活性化事業 

（１）合意形成システム形成事業 ～地域コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：地域アイデンティティを育む「住民参加の場」を確保する。 

事業方策 事業内容 

１．地域住民ワーク 

ショップの開催 

○講演会、ワークショップ「地域の連携によるビジネス起こし」の開催 

２．講演会等の開催 

３．地域と行政が「直

接的・横断的」に「分

野別」で協議を行う

円卓会議の開催  

 

（２）活性化チャレンジ事業 ～地域の賑わい・産業の創成～ 

○事業方針：新穂の活性化にみんなでチャレンジする。 

事業方策 事業内容 

１．若者や女性の 

起業支援 
○地域２大イベント「夏まつり」、「トキ夕映え市」支援 

〇まちなか空き家の利活用 

・まちなか空き家を活用し起業を行う者に対し、必要となる物品を貸出すなどの 

支援を行う。 

○自然や農林水産業、祭礼等の伝統行事を活用した体験型イベントや、農業体験ツアー

の開催等の検討 

 ・新穂地区探訪コースの設定検討(環境整備部会・伝統文化部会連携)  

 

２．新穂人材バンクの 

設立 

３．自然や歴史文化、

産業体験ツアー等

の開催 

４．イベント・行事の

復活・発展 

 


